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発刊にあたって

現在 ,児 童生徒に「生きる力Jを はぐくむことを目指 した教育改革が進められています。

その過程において,生 きる力の基礎 となる生命を尊重する心や思いや り,社会社 ,倫理観 ,

正義感などの豊かな人間性の育成を目的とする 「心の教育Jの 充実が,重 要な教育課題 と

して強調されています。

「心の教育」が重視 される背景として,社会環境の急激な変化に伴い,い じめ,非行の

凶悪化などの憂慮すべき問題行動が増加 している社会的状況が指摘 されてお り,そ のため

に,道徳性,人格,社会性の発達や社会的対処の仕方など,健全な人間を育てるための教

育的アプローチが求められています。

道徳教育に関するアンケー トを,管 内全小中学校にお願い して実施 しました。その集計

結果から,大切だと感 じる心については,善悪の判断,生命尊重,感謝,自 律の回答が多

く,実際の指導にかかわつては,資 料の収集・ 活用,授業の進め方,評価の方法や活用な

どが,課題 として挙げられています。 これ らのことか ら,豊かな心の育成,と りわけ道徳

教育に関する研究の取組が重要であると考えます。

また,北海道教育研究所連盟では,「 確かな学力」 と「豊かな心 Jを はぐくむ新 しい学校

教育の創造を研究主題に掲げ,「 心の部会Jに おいては,「 豊かな人間性」を育成する教

育活動の在 り方に関する研究を推進 しています。

これ らの,課題や状況等を踏まえ,留 萌管内教育研究所では,本年度より新たに,「 未

来を拓 く力を育成する『 心の教育』の実践的研究Jを 研究主題に, 3か年継続研究 1年 次

目の研究に取 り組みました。その成果をまとめ,こ こに研究紀要第 12号 を発刊する運び

とな りました。

研究計画の立案にあたつては,「 心の教育Jを どのように押さえるか,研究主題を解明

するための視点 (領城)を どう設定するかが大きな課題 とな り,時 間を費や したところで

す。研究の視点は,視点 1「 道徳の時間の指導J,視点 2「 特別活動の指導J,視点 3「 総

合的な学習の時間の指導Jの 3点 とし,そ れぞれに関連をもたせながら,研究の仮説,研

究内容を位置付けました。視点に沿つた実践を通 して,「 主体的によりよく生きようとす

る子供」「他者 と支え合い生きよ うとす る子供 J「 自らの思いを実践できる子供」の育成

を目指す ものです。

研究業務の推進については,研究員,研究協力校共同研究担当者,研究協力員による共

同研究体制で行つています。本年度の検証授業は,研究部長をは じめ 3名 の研究部担当者

が行いました。研究の方向性を示す との考えに立ち,前 向きに実践に取 り組んだことを高

く評価 したいと思います。

本研究はスター トしたばか りです。児童生徒の心の教育,授業改善などに少 しでも役立

つよう願 つてお ります。研究推進に御指導・御支援をいただきま した留萌教育局,留萌管

内市町村教育委員会など,関係各位に感謝申し上げ,発刊の言葉 といた します。

平成 19年 3月
留萌管内教育研究所

所  長 小川原 紀美雄
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か か

現代に生きる子供たちは,社 会の激 しい変化によって将来への展望をも
ちにくくなっている。その背景には,人 間性や社会性をは ぐくむ Lで 重要
となる自然体験・社会体験の機会や場の減少 ,倫理観や社会性の不足,規
範意餞の低 下, 自立の遅れ等がある。それ らは,学校における暴力行為や
い じめ,不 登校 といった憂慮すべき問題に,大 きな影響を与えていると考
えられる。 また最近では,い じめに端 を発す るとされ る中学生の自殺や ,
それにかかわる諸問題についても,早急かつ具体的な手だてが求められて
いる。 このような学校教育が抱 える問題を抑止 し,ま た改善へ と導 くため ,

豊かな心をはぐくむための教育が求められている。

本研究所では ,こ れ まで 4次 に及ぶ共同研究を行つてきたが ,こ れ らは
いずれ も学習指導に重点を置いて研究を進め,様 々な成果を収めてきた。
また,研 究を推進するにあた り,各 教育機関の協力の下,管 内教育の実態
に照 らし合わせ ,教 育現場で生きる実践を行 うべ く,研究主題 を設定 して
きた。

今回新たな研究に取 り組むにあた り,こ れまで推進 してきた 「学びの教
育」 と両輸を成す といえる「心の教育」の充実を図 りたいと考えた。同時

に,心の教育の基礎 となる道徳教育に関するアンケー トを管内において実
施 したところ,研 究の推進を求める意見が多く聞かれた (※ 巻末付録「『 道
徳教育に関するアンケー ト調査』の結果と考察」参照 )。 管内教育の一層の

充実のため,本研究主題の下,研究を推進 したい。

北海道教育研究所連盟 (道研連)では,今 ,学校や教師は何をすべきか ,

その具体的な方策について模索すべ く,研 究主題を「『 確かな学力』と『 豊
かな心』をはぐくむ新 しい学校教育の創造」 と設定 して, 3か年継続研究
(3年次)を進めている。次のページのように 3つ の部会を組織 し,主題
の解明に向け研究を重ねている。「心の部会」では,「 豊かな心」をはぐく

むために,自 らを知 り自らを高めようとする中で将来に向けて自己の在 り
方や生き方を確立し,ま た他 とのかかわ りについて考え集団や社会に貢献
しようとする中で共に支え合い生きていく力を身に付けさせることが大切

であるとい う基本的な考えを打ち出 している。本研究を推進することによ

り,道研連研究主題解明の一翼を担 うことができると考える。
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「未来を拓く

力」とは

「心の教育」
とは

「自分を見つ
める」とは

自らの力で未来を切 り拓 く

ればな らない。その第一歩 と

自己を肯定することである。

分の抱える問題は何なのか ,

のような自己理解 を深め, 自

生き方や在 り方を探究 してい

現代の子供たちには ,「 未来を拓 く力」が求められている。「未来を拓

く力」 とは ,現 代社会の激 しい変化に対応 し,常 に前向きな姿勢で,未

来に夢や希望をもち,自 らの人生や未来を切 り拓いていく力である。

人が未来に希望をもって生きるためには ,そ れぞれの理想像や 日標 を

明確に し,そ れを実現す るための実践力を身に付けることが必要である。

その実践力を養 うために,重 要な要素 となるのが 「豊かな心」である。
「豊かな心」とは ,美 しいものや 自然に感動する心 ,正 義感や公正 さ,生

命や人権を尊重する態度な どの様々な感性 であ り,こ れ らの力を育てる

のが道徳教育である。

には ,自 己の在 り方や生き方を確立 しなけ

して必要 となるのは ,自 己を的確に理解 し,

自分のもつ個性 とは どのよ うなものか ,自

自分はどのような存在であ りたいのか,そ

己肯定感 を高めることで,積極的に自分の

こうとす る姿勢を身に付けることができる。

-2-



「他と豊かに
かかわる」と
は

Πいの教育」
にかかわる各
領域の連携に
つ い

現代の社会や学校が抱える問題 ,す なわちNEETの 増加や少年犯罪
の頻発 ,い じめや不登校等の問題の背景には,他者 と豊かにかかわ り共
に生きていく心や方法が身に付けられない状況がある。良好な人間関係

を築 くことができなかった り, ILい の人権を尊重できなかった りする中

では,共 に支え合い高め合 うことは困難である。
互いの思いや意見を適切に伝 え合 う力を身に付けるためには,集 団活
動を行 う中で,一 人一人が 自分を主張 し,他 を認め,生 き生きと生活で
きる風土を形成することが求め られ る。その中で,個 々の子供が心の充
実や存在意義を実感できる活動や 互いの考えや意見を豊かに表現 し合 う

活動な ど,集 団活動の工夫について研究を進めることが求められ る。
また,広 い意味での他 とのかかわ りとして,家庭や地域社会 , 自然 と
のかかわ りが考えられる。その過程においては , 自然体験やボランテ ィ
ア活動等の体験活動が重要 となってくる。体験を伴つた活動は ,自 然や

美 しいものに感動す る心や感性 ,生命を大切にす る心や異質な ものを尊
重 し受け入れ る寛容な精神を,直接的にはぐくむ ことができるためであ
る。 また,そ れ らの活動を通 じ主体的に物事に取 り組む姿勢を身に付け
ることも重要である。 自ら課題 を見付け,学 び考え,問 題 を解決す る力
を養 うことが ,米 来を切 り拓 くことにつながる。そのよ うな観点か ら ,
地域環境を生か した広い活動の場において,連 携 を図 りなが ら活動を進
めることが必要 となる。

「心の教育」は,道 徳の時間のみな らず ,特別活動や総合的な学習の
時間 ,各 教科の学習において も,意 図的に実践 し,連 携を図ることが大
切である。それぞれが有機的に絡み合い,補 充・深化 。統合 し合 うこと
によって,そ の教育的効果は大きくなる。 自己を理解 した上で他 とかか
わ り,再 び 自己を見つめ直す ことで深い内省が生まれた り,広 い視野で
様々な もの とかかわる中で,道 徳性が発揮 され更なる深化を遂げた り,
あるいは多様な体験活動の中で見付けた自己の 目標を達成するため,内
なる対話を繰 り返 した りと,各 領域の効果的な連携を図ることは重要な
意味を もつ。

-3-



14目 指す子供像 |

◆自らを知り,主体的によりよ<生 きようとする子供

◆自らの個性を生かしながら,他者と支え合い生きようとする子供
◆理想の実現 12向 けて,自 らの思いを実践できる子供

自分はどんな人間なんだろ
う?

自
分
は
こ
れ
て
い

い
の
か
な
？

自分にはこれが足
りない !

そういう考えも
あるのか…

相
手
の
こ
と
を
考
え
て
‥

みんなと協力
しながら…

3

①

―

―

自分の夢を見付けた !
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5研究の傾出と視点

道徳の時間において,自 己理解を促 し自己肯定感を高めるような学習活動を実践する

ことで,道徳的価値の自党を深めさせ,積極的に自己の在 り方や生き方を確立しようと

する主体性をはぐくむことができる。

〉

…

〉 ①心に響 く資料の開発・工夫 ②指導体制 。方法の工夫
③他領域 との関連付けを図つた指導の 11た

特別活動において,個性を大切に しなが ら,集 団の一員 としての責任を自党できるよ

うな学習活動を行 うことで,共 に支え合つて生活 しようとする実践的態度をはぐくむこ
とができる。

〉
―

〉 ①学校行事や学級活動における集 |」活動の 11夫  ②指導体制・方法の工夫
③他領域との関連付けをレlつ た指導の

6研究の計■

(1) 研究期間

平成 1 81り賃から｀「 ゎえ

(2) 研究領城

【道徳】 【特lJ l活 動】 【総合的な学習のHキ‖,】

(3) 研究の方法
① 研究員会議や研究協力校・研究協力 1ミ との合同研究会議 ,道研連 との共同研究な
どを通 して,研 究内容の検討や交流を行う。

② 研究協力校及び研究協力liに よる授業実践を通 して,研 究内容についての検 a卜 を
進 め る .

③ 研究のまとめとして,各 年度末には研究紀要を発刊する.

■の指導に■

の■日の指

総合的な学習の時間において,子供の実態に応 し,地域や学校環境の特色を生か しな
が ら学習活動を行 うことで,自 己を実現 し,未 来を切 り拓 く実践力をはぐくむ ことがで
きる。

t ' ort&** t +,h' L t ts.a.tt/h a r*. ②指導体制・方法の工夫
11夫③他領域との関連付けをメlつ た指導の

~ 0 ~



(4) 年次計画

①心に響く資料の開発

・ 工夫

0"導体■・方法の工夫

③他領域との関連付けを

図 つた指導の工夫

18年度 (1年次

①学校行事や学級活動に

おける集団活動の工夫

②

“

導体■・方法の工夫

③他領城との関連付けを

図 つた指導 の 工夫

①地域環境を生か した体

験活動の工夫

②
"導
体■・方法の工実

③他領域との関連付けを

図つた指導の工夫

①心に響 く資料の開発

・ 工夫

②指導体制 。方法の工夫

③●領■との日■付けを

■つた■00工夫

20年度 (3

①学校行事や学級活動に

おける集団活動の工夫

②指導体制・方法の工夫

O●領口と0■■付けを
■った相●0工表

①地域環境を生かした

験活動の工夫

②指導体制・方法の工

O●籠口とのロロ付け
口つた錮●0工実

に口く■■0口
"・ 工夫

深く心に響き 自己
を振り返る中で 道徳
的価値をはぐ〈む資料
の開発・工夫

②指導体制 。方法の工夫

③他領域との関連付けを

図った指導の工夫

行事や学饉活■に

おける●口活口の工夫

個性を大切にしながら

集団の一員として生活で

きる実践的態度をはぐく
む集団活動の工夫

②指導体制・方法の工夫

③他領域との関連付けを

図つた指導の工夫

①鑢
"■
■を生かした体

■活●0工表
地域や学校環境の特色を

生かし 他と触れ合う中
で未来を拓く力をはぐ〈

む体験活動の工夫

②指導体制・方法の工夫

③他領域との関連付けを

図つた指導の工夫

遺●の時日の指導に日し ■合的な学口の

"日
の指導

に■ して

19年度 (2年次



5) 今年度の計■

4月 新たな研究の進め方の検討

年間計画立案

道研連定期総会

【4月 21日 (金 )】

5月 第 1回 合同研究会議の内容検討

6月 。第 1回合同研究会議

(今年度の研究の推進,検証授業計画 )

7月 ・ 検証授業の内容の検討 。北海道教育研究所連盟夏季研究所員

研修会

【7月 27日 (本 )～ 28日 (金 )】
8月 ・検証授業の内容の検討

9月 ・研究員検証授業

(検証授業の成果 と課題の検討 )

。第61回 北海道教育研究所連盟研究発

表大会 (函館大会 )

19月 21日 (木 )～ 22日 (金 )1
10月 ・研究員検証授業

(検 証授業の成果 と課題の検討 )

H月 ・研究員検証授業

(検証授業の成果 と課題の検討 )

12月 第 2回 合同研究会議

1月 。研究紀要編集作業

2月 。第 3回 合同研究会議

(今年度の研究の成果 と課題 について ,

研究紀要原稿の校正 )

3月 ・研究紀要第 12号発刊

-7-
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～自分を見つめ他と豊かにかかわる力を贅うために～

◇自らを知り,主体的によりよく生きようとする子供
◇自らの個性を生かしながら,他者と支え合い生きようとする子供
◇理想の実現に向けて,自 らの思いを実践できる子供
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Ⅱ 本年度の研究



道徳の時‖1に おいて最 も重要な ことは , r供 の実態や発達段階に応
じて,身 に付けさせ るべき価値内容をり1確 にす ることである。そ して ,

そのね らいを達成 できる資料 を開発・ li夫 す ることこそが ,意 義ある
授業の成 立を口r能 にす る。優れ た資料は F供 の心に響 き,そ れに接す る
だけで ,供 に変容が見られ ることさえある。 日常から様 々な情報を収集
し,価値ある資料を生み出す ことく,大 切であるが,既 存の資料を見直 し
11夫することで,大 きな効果が t,た「,さ れ る場合 1)考 え t,れ る .

【強自のA●D
るm
用いたH
きない生き方を

インターネ
グストティ
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ミ多

・自分の将来に夢や目標をもつて

ほしい…

・人間は誰もが弱さをもつている

けど,困難を乗り越えて生きる
ことができる強さももつている

ことを知ってほしい

【遭徳的心情を高める

資料の収集】
【最も効果的と考えら

れる資料の選択】

【資料の具体的な分析
や加工】など

『星野富弘さんの書作や作品を資料に活用』

【〕‖諄1】
量野さんがけがをするまでの状況が理解できる。著作からの引用文

(発達段階によつては,映●資料の活用も楡D
【〕田諄2】

けがをした当時の家族の心情や里野さんの苦壇が理解できる,著作からの]:用文
【資料 3】

星野さんが自分の弱さをありのままに語る,著作からのう:用文
【〕印‖4】

里野さんが田難を乗り越える過程での様々な心情を理解できる,著作からの1:用文
【ヨ田‖5】

多くの示崚に富んだ量野さんの絆口集

。「生きるJっ てどう
いうことか  深 く考
えさせ られました。

星野 さんの作品を見

て 支え合うことの
大切 さ 命の大切 さ
を感 じました。

ミ多
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視点 2 特別活動の指導に関して

集団の一員とし

ての責任感や協

力性をはぐくむ

集:J活動の工夫

:4ヽ寺Ч交】
望ましい集団活動をj通 して,心身
の劇和のとれた発i士と個性の伸長を
回るとともに,実 ‖υ)ilと しての
自覚を深め,協 プリして 1り よい生活
を集こうとする「li:的 ,実践的な観
度を育てる。

特別活動の目標

【中学校】
望ましい集1月活動をurlし て,心身
の調和のとれオ1``itt L個性の伸長を
図り,集 1月やネlfソ , Itと してより
よい生活を築二うtする「1主的,実
践的な態度を台てる Lと t,に ,人間
としての4:き 方についての ri党を深
め,自 己を4iかす能力を養う。

望ましい集団

活動の育成

自主的,実践的
な●度の育成

人間としての生

き方の自党と自

己を生かす饉カ
のかん養

どの場面でど
んな力を身に

付けさせよう
かしら一

集団活動の工夫によ
る自主的・実践的態
度の青威

ひら

未来を拓くカ



Ｚ
タ
ヽ
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『自分たちで考え,めあてを意●して自分たちで作り上げる話し合い活●』
【EEna
子供たちの意見から出目を臓定→彙日の一員としての帰属童曲ゎ責任口をはぐくむ.

【餞目の内容】
「みんなで」 陀かよく」「元気に」をキーワードに→●力性,色の意見を尊重する●魔を書う.

【餞日の表瑚
発違臓日に応して,日日に分かりやすく→鶴し合いの澤まり,めあてを意●した活●を心がける.

隋 し合いの方法】

小グループから全体へと発展→発書●会を保障し,争崚としての日精の漂まりを目指す.

V
・一人一人ではなく
みんなでなかよく
できることは… ?
・かぜをひかないよ
うに元気に体をう
ごかそう
。外で何してあそぼ
うか

・
雪
が

っ
せ
ん
‥

お
に
ご

つ
こ
Ｊ

み
ん
な
な
か
よ
く

で
き
た
，

・
も

っ
と
こ
う
す
れ

ば
よ
か

っ
た
ね
。
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総合的な学習の時間の取 り扱いについて,学 習指導要領の中では ,「 各

学校は ,地 域や学校 ,生 徒の実態等に応 じて ,横 断的・総合的な学習
や生徒の興味 。関心等に基づ く学習な ど創意工夫を生か した教育活動

を行 うもの とする」 と述べ られている。総合的な学習の時間の特色はこ

こにある。地域環境などを有効に活用 し教育活動に反映 させ ,同 時に実
際の学習に体験活動な どを取 り入れ ,問 題解決力や主体的な学習態度を
育成 し, 自己の生き方を考える力を身に付けさせ ることが重要である。

言甘の時間の覇
学び方やものの考え方を
け,問題の解決や探究活働に圭

｀

体的,創造的に取り組む態度を

lがそ:忌1,庭事言言鶴

ら課題を見付け, 自ら学1
ら考え,主体的に判断し,
よく問題を解決する資質
青てること。
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卜の増加。

・菫ましい●彙■を身に付けさせたい…でも
押しつけの聰彙■はもたせたくない…
・人とかかわることの大切さを知つてほしい
・ 1回隕りの体験では意味がない…
・将来に夢をもつてほしい

◇
職
場
体
験
を
繰
り
返
す
中
で
、
積
栖
的
に

取
り
組
む
姿
勢
を
は
く
＜
む
。

◇
職
場
体
験
の
中
で
、
自
ら
課
題
を
設
定
し

解
決
す
る
力
を
は
く
く
む
。

◇
職
場
体
験
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
職
業
観

・
動
労
観
を
も
た
せ
、
自
己
の
生
き
方
を

考
え
る
態
度
を
育
成
す
る
。

◇
発
表
活
動
を
通
し
て
、
学
び
万
や
も
の
の

者
え
方
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

指
導
計
画
の につ」゙

の発表活●

Ⅳ AKU WAKU WORK ～ぼくらの夢をかなえ臓 !～』

【3つの鮨設における職場体験】
保青日・特用義薔老人ホーム・ 児童センターから選択→自主性・責任●の青成

【職場体験の複数回の実籠】

職場体験を3度実施し,少しずつステップアップ→問題解決力の青成
【グストティーチャーの活用】
ゲストティ…チャーの手紙や講話を活用→自己の生き方について考える●度の青成

【発表活動】

職場体験の成果や澤■を,― に表現→爛遺性・ 学び方 。ものの考え方の青成

ll

働くつて 自分のためにも人
のためにもなることだ
働くつて 大変だけどやりが
いがあるな…
・自分はどんな仕事につこう?
どうやって生きていこう?

未恭ご路くヵ



道徳
「心に響く資料の開発・工夫を
ねらいとした『心の教育』の実践」

増毛町立増毛第二

山

2 特別活動
「めあてを意識して,自分たちで作り上げる
話し合い活動を通した『心の教育』の実践」

留萌市立瀬●小学校
室 本

中学校
形 勉 教論

博 教由

3 総合的な学習の時間
「地域環境を生かした
職場体験学習による『心の教育』の実践」

留萌市立沖見小学校

西 條 直 志 教n



心に響 く資料の開発・ 工 夫 をね らい と した 『 心 の 教 育 」 の 実 践
(中 学 3年  道億の時間 主■名『強く生きる』)
増毛町立増毛第二中学校 山 形   勉

1  :ま じめ :こ

(1)子供の実●
本学級の生徒は,授業にまじめに取 り組む姿勢が定着 してお り,生徒会活動や学校行
事においても自己の責任を果たそ うとする意餞が見られる。その一方で,お とな しい性
格 と周囲の 目を気にする意臓の強 さから,自 らの考えをもちながらも積極的な発言をた
めらう傾向にある。特に女子生徒についてはそのような意識が強く,一部男子生徒の積
極性を,誤 った形で頼 りにする様子が見られる。そのため,国 語科などの授業における
自己の意見や思いを表現する学習活動には消極的な面も見られ る。本授業においては ,

資料の著者である星野 さんの 「生きる姿」について考えさせる中で自己を振 り返 らせ ,

人間の弱さを認めた上で自他の生命を尊重 し,強 く生きようとする意欲を高めさせたい。

(2)主■について
中学生とい う多感な時期においては,様 々な悩みを抱える。学習や部活動への取組の
中で,あ るいは友人との人間関係の中でざ折感や無力感 を味わい,生 きる意味を見いだ
せなかった り自己の命を軽々しく考えた りすることもある。また,そ の過程において己
の醜 さや弱 さに気付き,自 己嫌悪に陥った り良心の呵責に悩んだ りする。それは,あ り
のままの人間である以上自然のことであ り,同 時に弱 さや困難を乗 り越えていこうとす
る点にこそ,人 間としてのすばらしさがあるといえる。 したがって,人 間である自分の
存在に絶望することなく, 目指す生き方,誇 りある生き方を模索 し,実践 しようとする
意欲を養 うことが大切である。 さらに,自 分が多くの人に支えられていること,困 難を
乗 り越える際に様々な人の助けがあることを理解 させ ,周 囲への感謝の気持ちをもてる
よう支援 したい。 このような活動を行 うことで,未来に希望をもち豊かに生きようとす
る心を育成することができると考える。

(3)資料について
星野富弘さんは, 1970年 ,群馬県高崎市立倉賀野中学校に体育教論 として赴任 し
た。同年 6月 の放課後,器械体操のクラブ活動を指導中に,誤 ってマ ッ トに頭から墜落。
頸髄 (※原文まま)を損傷 し,手足の自由を失った。その後 9年 の入院生活の中で,日
に筆をくわえ詩面を描き始め,1979年 の 5月 には前橋市で第 1回 の詩画展を開いた。
なお ,日 に筆をくわえ描 き始めたのは,け がをしてから 2年後。同室に入院 していた中
学生を励ますための寄せ書きがきっかけだった。以後,国内外で 「花の詩画展」を開く
とともに,多 くの詩画素を出版するなど,自 宅で療姜の傍 ら詩画の創作活動をしている。
星野さんの作品は見る者に大きな感動を与える。 ともすればそれは,日 で描 くとい う創
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作方法の困難 さゆえであるかのよ うに思われ るが,誤解である。作品には,生 きること

の喜び,あ るいは生命の輝 きそのものが満 ちあふれてお り,そ れが見る者の心を打つの

である。絶望の中で己を見つめ直 し,命 に感謝 しなが ら前向きに生きる星野 さんの姿は ,

人間の強 さ,困 難を克服 し崇高な人生を目指す尊 さを ,私 たちに教えてくれ る。しか し,

星野 さんがそのような生き方にた どり着 くまでには,様 々な葛藤があった。 ときに己の

弱 さや醜 さを自党 し受け入れ ,そ れ を克服するために乗 り越 えた困難の重 さは,想像す

るに余 りある。そ して星野 さんは,そ のような弱 さや醜 さを,著 書の中で隠す ことなく

記 している。

生徒には,詩 画作品や著書に触れ る中で星野 さんの弱 さに気付かせ ,ま た自分のもつ

弱 さを振 り返 らせ ,全 ての人間は完全なものではない ことに気付かせたい。その上で ,

人間こそが もつ強 さ,弱 さを克服 し困難を乗 り越 えて生きていける強 さを大切に し,自

己の 目指す生き方について考えさせ ,誇 りをもって生きよ うとす る意欲を高めさせたい。

研 究 内 春 との か か わ り

ひ ら

未来を拓く力を青成する「心の教育Jの奥鵬的研究
～自分を見つめ他と豊かにかかわる力を養うために～

【視点 道徳の時間の指導に関して】
本研究において,道徳の時間の仮説は

道徳の時間において,自 己理解を促 し自己肯定感を高めるような学習活動を実践す

ることで,道徳的価値の自党を深めさせ,積極的に自己の在 り方や生き方を確立 しよ

うとする主体性をはぐくむことができる。

となつている。
ひら

現代社会の激 しい変化に対応 し,自 らの 「未来を拓 く力」を子供たちに身に付けさせる

ためには ,豊 かな心をは ぐくむ ことが求め られ る。美 しい ものに感動 した り,正義や公正

さを大切に した り,あ るいは生命 を尊重 した りす るような人間 らしい価値観が養われなけ

れば ,自 らの未来に希望を見いだす ことは難 しい。 また,そ のような価値観は,子供たち

が 自分 自身 と向き合い ,的 確に自己を理解 し肯定する中で深まるものでもある。 この 「道

徳的価値 Jと 「自己理解・ 自己肯定 Jは ,互 いに密接に関連・ 補充 し合いなが ら,子 供た

ちの中で深ま りゆくものと考えられ る。そのよ うな過程の途上で,あ るいはそのような過

程を経た上で ,主 体的に 自己の理想像や生きる目標 を明確 にす ることが ,「 生きる力」の

育成である。

本時においては ,星 野 さんの生き方に 自分の生き方を重ね合わせなが ら,自 己理解・ 自

己肯定を促す。その上で,星 野 さんの生き方を子供たちそれぞれが理解す る中で ,自 らが

今後 どのよ うな生き方を目指すか とい う命題についても考えることとなる。 これ らの学習

活動によつて ,「 自らを知 り,主体的によりよく生きよ うとす る子供」を育成す ることが

できると考える。

-16-



(1)心 に響 く資料の日発・ 工夫
本授業で活用する資料は,星野さんの著作からの引用文,そ して詩画集及び作品であ
る。けがをするまでの経緯については,映像を用いて理解 させることも可能であり,視
党に訴えることで,よ り生徒の関心を高める効果が期待できる。 しか しなが ら,本時に
おいては,当 時の星野 さんの状況を的確に理解 させるため,資料 1と して著作か らの引
用文を用いる。同時に,資料 2と してけがをした当初の様子を家族が記 した引用文を活
用することで,星野さんがどれほどの苦境に立たされていたかを感 じ取 らせたい。また ,

家族の献身的な介護についても,生徒 自身が気付 くことを期待 したい。資料 3は ,星野
さん自身が,自 分の弱 さをあ りのままに語る引用文である。 これを活用することで,星
野さんとい う存在を,自 分と同 じ弱さをもつ人間 としてとらえさせたい。資料 4は ,星
野 さんが困難を乗 り越えようとする中で,様 々に思いを巡らせた心の様子が述べ られた
引用文である。文字や絵を書くことで見いだ した希望,周 囲の人々への感謝など,人間
が生きていく上で大切なことが表現 されてお り,生 徒の心にも響 くものと考える。詩画
集の作品は多数あり,ま たいずれ も私たちに多くのことを考えさせてくれる示唆に富ん
でいる。深 く読み味わわせることで,生徒が得るものは大きいと考えられるが,そ れに
は相当の時間を保障することが求められるため,本時においては困難である。ここでは ,

星野さんの花に対する思いや ,それを表現することに感 じている喜び,そ の作品のすば
らしさや強 く生きている星野さんの姿などに,生 徒が触れることを目的 としたぃ。

(2)指導体鋼・方法の工夫
本授業において指導者 となるのは, 3学年に所属す る副担任の教論である。「道徳の
時間」の指導は,計画に基づき担任教論が行 う形態が一般的であるといえる。それは ,

望ま しい学級集団の風土を継続指導によつて形成する上で必要なことである。一方で ,

普段 と異なる指導者が道徳の時間の指導を行 うことで,生徒の感 じ方も変化 し,よ り広
い視野で考えを深める効果も期待できる。また,担任教論が生徒観察に専念することで ,

客観的視点からより詳細な生徒の見取 りが可能になると思われ る。 もちろん,一般的な
複数指導体制の構築 も考えられるが,指導内容に照 らし合わせたとき, 1人 の教諭が授
業を進める形態が,生徒にとって落ち着いた学習環境を保障できると考えた。
具体的な指導方法 (内 容)に ついて特に留意 したいのは,星野 さん と自分を,「 弱 さ
をもつた同 じ人間Jと 捉えさせることである。星野さんが,自 分 とかけ離れた強靱な精
神力をもった人間であるとい うような認餞に,生徒が陥 らないよう配慮することが必要
である。そのため,星 野 さんの弱さを十分に感 じさせた上で自己を振 り返らせ,比較さ
せなが ら考えを深めさせたい。 また,終末の感想をまとめる場面では,自 由に記述 させ
る中で,今後の自分の生き方についての視点をもてているか見取 りたいと考える。

(3)他傾壌 との日菫付けを目った指導の工夫
「生きる」ことについては,学校活動のあらゆる場面で関連付けた指導を行 うことが
できる。次ページにその一例を挙げたが,特 に国語科においては,星野 さんの著作が教
科書で採録 されていたこともあり,異 なる視点から作品を読み味わわせ,道徳性を養 う
指導が考えられる。
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3 本時の実際

・人間の弱さや醜さを自党した上て それを克服し人間としての誇りをもって生きようとす
る意欲を高める。

学■ll活 動

道

徳

的

価

値

の

方

向

付

け

◇生活を振 り返 り, 苦し

かつた経験 を思い起 こ

う。

これまで,苦 しいなあ,つ らい
なあと思つたのは,ど んなとき
ですか。

☆無■1に 考えを 1,

たせ た り1羊 細 び,

説 り,を Ji llし た

りせず , 日f能 な

範 llHで 発
`す
を求

・友違を傷つけてし
まったとき…

・いじめられたとき

・勉強が大変なとき

友違と仲が悪く
なつたとき…

部活の線習が厳
しいとき…

◇課題 を理解 し,1対 心

意欲を高める。
今日は,(みなさんと同じように)「苦しいなあJ「つらい
なあJと いう経験をした人のことを知りながら,「生きるJ
ということについて考えましょう。

みなさんが二野さんのように ,

■から下が動かなくなってしま
つたら,どのようなことを考え
ると思いますか。

二野さんの身に何が起きたのか ,

プリン トを読んでみましょう。

・何もできなくなるから周りの
人に迷惑をかけてしまう…

・最初は頭が真つ自で何も考え
られない…

・生きていけない…

・不安…

・夢だつたらいいのに

・何もしたくない ¨

・死んでしまいたい

・どうして自分がこ

んな目に一
。この先どうしよう
。これからどうなる

のか…怖い

j道

徳

的

価

値

の

把

握

i塵

究

◇資料 1と 2を 読み ,星

野 さんがけがを した経

緯 , 
｀

“

Hキ σ)ッt況 |こ )́い

て知 り,ll野 さんの 立

場に Iっ て,心 情を想

像す る .

◇ 11野 さんがイ,f度 も向殺

を考えたことを知ろ。

☆質 1間 に応 じろな

どして , 1りt,兄 を

的確 |こ 理角Fさ il

ろ

☆「想像 で きない 1

等の意 見 1,認 め

rl山 な 発表を促

・ 1_
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◇
'11野
さんの 立場に 立っ

て,心情を想像 した後 ,

資料 3を 読み ,星 野 さ

んσ)心 1青 を知る。

◇作品を見ての感想を発

表 した後 ,創 作方法に

ついて想像す る .

賛:シ
―

素直に 自己の 考

えを発表できる

よう支援する。

口で描いたなんて信
｀

じられない… I

自分よりうまい…

口で描いたとか関係

なくとてもきれい…

∠

☆

櫂
旧
旧

すごい

花の絵ばかりだ…

どうやつて描いたんだ
ろう?

レ
／１
１
１
リ

道

徳

的

価

値

の

内

面

化

◇星野 さんの
「′liき る力 J

自分の 「生きる力 Jに

ついて考えた Lで 資料

4を 読み .困 難を乗 り

越える過程の ,星 里Fさ

んの心情を知〕る。

電1田自由R‐に■けず頑強ることができたのはなぜか,
考えてみてください。思い澤かばない人は,自分が苦しい
とき,どのようにして彙り越えたか振り返りましょう。

けがに負けて  ベッ
ドに寝たきりになる

なんて絶対嫌だつた

健康な人をひがむ自

・つらい思いを絵を描く力や生

きがいに変えた
。人間なのだから 何かをして
生きていたいと思つたから
・自分と同じように病気やけが

と口っている人がいると知っ

たから

分が嫁だつた
。周りの人に喜びを届

けたいと思つた
・周りの人たちが支え

てくれたから

実

践

へ

の

意

欲

化

◇感想をまとめる。

囃 守モLE警暑Fり言
ン トに記入 して くださ
い。二野さんの生き方を
短い言葉で表現してみま
しょう。

「生きるJつてどういうことか凛く考えさせられた.
・r生きる●嗜Jは,生きていく中で見付けるも
思つたし,自分で見付けたいと感じた。     メ
。いじめなどで自載してしまう人がいるが,

なことかもしれないと思つた。●いつ曝
・二野さんの作品を見て,■,さ
命の大切きなど,いろいろなこと
【懸命に】【一日―日●]
生きる 【意味】gヵ ]
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【本時と同―資料を活用しての異なる授業展開案】

・困難の中においても,自分を見つめ周りの人の支えを得ることで,強 く生きることの尊さ
を知り。また他に対する●樹の気持ちをもつことの大切さを理解する。

学習活動 主な発間 と生徒の反応・意識

方

向

付

け

◇星野 さんの作品を見て

感想をもち,日 で絵 を

描いたことを知る。

◇課題 を理解 し,関 心・

意欲を高める。

・すごい 。とてもきれい ・ 花の絵ばか りだ

価

値

の

把

握

追

究

◇資料 1(映像)を視聴
して,星野 さんの状況

を理解 し,そ の立場に

立って,考 えを深める

◇資料 2を 読み,星野 さ

んが何度 も自殺を考え

たことを知る。

饉したら. どのような

|

何 もした くない

死んで しまいたい

自分 と同 じだ…

t}ftrrt*rir-?51

どうして自分がこんな 目に

。頑張つて以前のように

それなのに,あ んなす ごい絵を描けたのはなぜ ?

価

値

の

内

面

化

◇再び星野さんの作品を

見て,星 野 さんの「生

きる力 J,自 分の 「生

きる力」について考え

を深める。

◇配付 された星野 さんの

作品の空欄に当てはま

る言葉を考えた後,星

野 さんが願 つたことを

確3Bす る。

ri喘β年にすばらしい作品を
つた0はなぜか。考えてみま
人ヽは,自分が苦しいとき, どの

り饉えたか薇り返りましょう。

。周 りの人の支えがあったか ら

花の実 しさや生命力を見て,生 きたい と強 く思った

けがに負けて,ベ ッ ドに寝ていることが嫌だつた
支えて くれた人のために,何 かを作 りたい

もつとすてきな花の絵を描 きたい

たとして,「神構がた
してくだきるとしたら」,何を

■うか,

意

欲

化

◇感想をまとめる。 llt[rtt, r.t>t ]=n
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私が器械体操を初めて見たのは,小学生の時です。真つ白い運動着の体が,考 えら

れないほど高くジャンプ して回転するのが,強 くまぶたに焼き付いて しまいました。

中学校に体操部はあ りませんで したが,こ の三年間 も器械体操への夢は消えませんで

した。だか ら,高校に入学すると,す ぐに器械体操部に入 りま した。そ して,そ れか

ら大学を卒業するまで,器械体操を続けることになつたのです。

私は群馬大学を卒業するとす ぐ,群馬県の高崎市にある市立倉賀野中学校の先生に

な りま した。体育の先生です。

それから,ニ カ月が経つた頃。放朦後体育館に行き,生徒たちに続いて,何度 目の

宙返 りをしたときで しようか。 どうしたことか,マ ッ トに頭から落ちて しまったので

す。でも,今 まで何十回 とやつてきた失敗の一つだと,別 に気にもせず,ひ つくり返

っていました。

しか し,ひ つくり返つたまま,ど うしても起き上がることができないのです。そ う

いえば,落 ちた瞬間,耳 の奥の方で大きな音が したような気が しました。ひたいには

冷たい汗をかいているようでしたし,ど うもいつもと様子が違います。

次に宙返 りをするために,並んでいた生徒が足踏みをして,私がマ ットか らどくの

を待つている気配です。手を動かそ うとしましたが,不 思議なことに,ど こに力を入

れてよいのかわか りません。足は,ふ らふ らと空中に漂つているようで,首 から下が ,

どこかにいつて しまったのではないかと思いました。

生徒たちも,い つもと違 う様子に気付き始め,二 人,四 人 と,心配そ うに私の周 り

を取 り囲み始めました。

……腕があるんだろうか…… ?

横に来た一年生の男の子に,恐 る恐る聞いてみました。
「手を持ち上げてみてくれないか ?」

その子は不思議そ うな顔をして,私の横から何か持ち上げま した。
「もう少 し高く。」

男の子が持ち上げたのは,ま ぎれ もない私の太い腕で した。 しか し,そ の子が握つ

ている感覚 もなければ,持 ち上げられた感 じもあ りません。「腕はあつた。」 と思っ

た一瞬の喜びも,い きなり恐ろしい闇の中へ突き落とされた感 じで した。
「大変なけがを して しまつたぞ……。」

体の奥の方からそんな声が してきました。青ざめた母の顔が,す―つとまぶたに浮

かびま した。年 とつた父の顔 も浮かんできました。

運び込まれた病院の診察室では,私のけがに,頸髄損傷 とい う難 しい名前が付けられ

ていました。
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鼻にさしこんでいた酸素吸人の管が もとで,鼻 血がでて とまらない。 ガーゼをつめ
られてくる しそ う。 日か ら酸素呼吸を しているのが見ていられない。

手術。声が出なくなる。熱 も 39度 を超え,血 ′「 ,脈 も乱れて危険状態。
呼吸は確保できたが ,言 葉がわか らなくな り苦労す る。熱は, 40度近い。 7カ 所
で冷や しているが ,氷 がす ぐ溶けて しまう。

肺炎の兆候がある。ベ ッ ドを傾斜 させ る。頭を非常に痛がるので 10分 お きくらい
に移動 させ る。の どにたんがつまるので,呼吸 日か ら吸引。
昨夜か ら人 li呼吸器の調子が悪 く,眠れない様 子.午 肖i3時 頃 ,麻 酔科の当直の先
生に調節 して もらつたが,な お悪 くな り, 苦しがる .
夕食に見向きもしない。飲み込む とき, ものす ごく痛いらしい。薬だけ何 とか飲ん

でもらう。涙が こばれて見守 る方も苦しくなる。

しあわせ な人を見れ ば ,に くら しくな り,大 けが を して病室 にかつ ぎ こまれ て くる
人がいれ ば ,仲 間が できた よ うな気が して ,ほ っ とした り,眠 れ ない夜 は ,自 分だけ
が起 きてい るのが しゃ くに さわ って,母 を起 こ した り…。

か らだの どこかが 人の不 幸を実 ってい る。

人の 幸せ がにがにが しく,少 し気に入 らな けれ ば ,「 あいつ もおれみ たいに動 けな
くなれ ばいい」 と思 った りす る。 ′とヽの隅 にあつたみ に くい ものが , しだぃにふ くらん
で きた よ うな気がす る。 か らだの不 自由 さか ら7Lじ た 「ひがみ Jだ ろ うか。
自分が正 しくもないのに ,人 を許せ ない 絆 しみ は , 千足の動かない 苦 しみ をは るか
に L回 つて しまった。
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く何度も生と死の間をきまよったとき〉

病院の先生や看護婦 さんたちの手厚い治療 と,母や姉や弟たちのつきっきりの看病
のおかげで した。

く初めて口で文字を書いたとき〉

日の前が,パ ァー ッと明るくな りま した。次の 日も,そ の次の 日も,横 向きになる
のが楽 しみで した。

く―宇ずつ増えていくスケッチブックの文字を見たとき〉

今はへなへな して,見かけの悪いものだけれ ど,時間をかけて,一 本の線 ,一 つの

点を しつか りと書けるように練習 していけば,い つかきつと,美 しい字が書けるよう

になると思いました。

く来ないと思つていた看饉学生が,大嗜日の夜,見舞いに来たとき〉

私の心を何よりも明るくさせてくれたのは,た あいもない約束を実行 してくれた ,

彼女たちの優 しい気持ちで した。私が忘れていた約束を,彼女たちは守つてくれたの

です。私はけがを して,た くさんのものを失いました。手でものを握 ることも,足 で

歩 くことも,そ れ どころか,人 を信 じる心さえ失いかけていたのです。 どんな時でも

人を信 し,ま た,信 じられるとい うことを,忘れてはいけないと思いました。そ して ,

それが私を,も つとも生き生きとさせてくれる力になるのだと,自 分に言い聞かせま

した。

くお正月も付きつきりで■痢 してくれる母について考えたとき〉

考えれば考えるほど,自 分のことだけ しか考えず ,自 分の苦 しみだけを苦 しんでい

た私が,恥ずか しくてな りませんで した。

くお見舞いに花をもらつたとき〉

丹精 して育てた美 しい花を切つて,私 にくれた西尾 さんに,何 かお礼ができたらと

思い,「絵に して西尾 さんに贈ろ うJと 考えました。

く花の織を描いているとき〉

よだれを垂 らしなが ら,あ りつたけの力をぶつけて引く線の うしろに, らんの花が

一つずつ増えていくのは,絵 とい うよりも,胸 の中に開き始めた希望だつた。

(星野富弘著  「かぎりなくや さしい花々J「 四季抄 風の旅」より抜枠 )

-2-



4 成果と暉■

(1)心に響く責料の日発・工夫
[成 果 ]

・資料を適切かつ効果的に活用することにより,生徒は集中 して授業に取 り組む こと

ができ,ま た授業のね らいに沿つた意欲的な思考を促す ことができた。

・ 広 く資料の開発・ 工夫に取 り組む中で,生 徒の実態に合つた資料 ,授業のね らいに

迫る資料を取捨選択す ることができた。

[課題 ]

・ 様々な資料を活用す る授業においては ,展 開の方法がいくつ も考えられ る。授業の

ね らい (主 たる価値項 目)に 迫 るために , どの段階で どの資料をどのよ うな方法で

提示す るかについて,十 分検討する必要がある。
・ 生徒の思考を格 さぶ り,と きに生徒の考えが覆 され るよ うな授業展開が,意欲の喚
起につながるため,生徒の実態や授業の内容に合わせ ,資料の活用方法を吟味する
ことが大切である。

(2)指 導体鋼・ 方法の工夫
[成果 ]

・ 授業者が ,授 業内容に合つた雰囲気作 りや資料の「読み」の方法を工夫 したことで ,

生徒は真剣に授業に取 り組むことができた。

・生徒 自身 と星野 さんに共通す る人間の弱 さを理解 させることで ,自 己の生き方を深

く考えさせることができた。

[課題 ]

・ 中心発問 ,補助発間の位置付けを明確に し,授 業展開の時間配分を考えることで ,

授業のね らいにより迫ることが必要である。

・ 生徒観察をT事 に行い,価値ある考えを全体交流に生かす ことで,学 習をより深め
ることが求められる。

(3)他 領壌 との日菫付けを目つた指導の工夫
[成 果 ]

・ 国語科な どの異なる学習の場面で ,生命の尊重について考える活動を行っていたた
め,生徒が抵抗なく 「生きることJに ついて考える様子が見 られた。
・ 生命尊重に限 らず ,様 々な価値項 目について,異 なる領域の連携 を図ることで,よ
り効果的な学習を行 うことができ,学校全体 としての道徳教育を実現できると確認
された。

[課題 ]

・「道徳の時間 Jに おいてね らい とす る価値内容を,子供の実態な どに合わせ計画的
に位置付けた上で,他領域 との関連性 を明確にす ることで,道徳教育の更なる充実
を図る必要がある。
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めあてを意臓して,自分たちで作り上げる話し合い活動を通した「心の教育Jの実践
(小学2年 特別活動 車元名『冬もみんなでなかよく元気にすごそう』)

●萌市立潮静小学校  室 本   博

1 は じめに
(1)学餞の日常生活から

学級の成員は,男子 6名 ,女子 11名 と男女の人数に大きな偏りが見られる。日常の生活や学習活
動の中でも女子の方が発言回数が多く,リ ーダーシップを発揮する児童も女子の方が多い。そのため,

自由な活動の中では,学習でも遊びでも,男子が固まって行動しようとする傾向が強い。席替えのと
きなどには,女子から,「男子と隣になってがっかり」といった声が聞かれることもあった。
しかし,教師が入つた遊びの中では,男女仲良くほぼ学級全員で遊ぶことができている。また,男
女関係なく集まって本を読んだり, トランプをしたりすることもある。

本校は,学校規模もあまり大きくなく,ク ラス替えがないため,現在のクラスがそのまま卒業まで
一緒になる。 2年生の今の段階で,男女が楽しく一緒に活動する体験を増やしていくことが今後の人
間関係作りのためにプラスであると考える。

学校生活の中で,中休みと昼休みが長い休み時間となるが,中休みは体育館が使えて,昼休みは使
えない。昼休みは,給食を食べたり片付けたりするのに時間がかかるため, 10分ほどしか取れてい
ない。そのため,中休みは教師も入って体青館で鬼ごっこ,昼休みは教室で過ごしていることが多い。
他の学年では,休み時間も外で遊ぶ児童の姿が多く見られるが, 2年生はほとんどいないので,も つ
と外で活動する機会があつてもよいのではないかと考えている。

(2)これまでの学a活助の様子から
1年生のときは,学級活動といっても,みんなで話し合って何かを決めていくという活動をあまり
行つてこなかったようである。実際の活動の中では,話 し合って役割分担を決めたり,協力して活動
したりすることは行つていても,あ くまで教師主導の活動であった。
2年生の 2学期になつて,「学級会Jと いう言葉を教え,その役割や話し合いの進め方,物事の決
め方などを少しずつ練習してきた。 4, 5人 という少数での話し合いでは, リーダー役,記録役を決
めて自分たちで話し合いを進めることができるようになってきている。

3学期に入り,3年生での本格的な自主的学級会の運営を視野に入れ,議題を決める係を設定して
話し合わせたり,学級会の全体進行も教師が手伝いながら子供たちの手で進められるように練習をさ
せたりしているところである。

話し合いでの発言の仕方や聞き方は,十分とはいえないまでも,話題からそれないようにすること,
自分の立場を明らかにしてから発言すること,発表者の方をしっかりと見ることなどを,少 しずつ意
識してできるようになってきている。今後,よ りよい話し合いができるようになるために,自 己評価
や互いのよい面を評価し合う場面を設けていきたいと考えている。
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2 研究肉客とのかかわり

ひ ら

未来を拓く力を青成する「心の教脅Jの奥目的研究
～自分を見つめ他と豊かにかかわる力を姜うために～

【視点 特別活動の指導に関して1
本研究において,道徳の時間の仮説は

特別活動において,個性を大切にしながら,集団の一員としての責任を自党できるような学習活

動を行うことで,共に支え合つて生活しようとする実践的態度をはぐくむことができる。

となつている。

「豊かな心Jをはぐくむために,道徳の時間においては,自 己を深く見つめることに主眼が置かれて

いるのに対し,特別活動においては,自 己理解に立った上での他者との豊かなかかわりに重点を置いて

いる。それは,「望ましい集団活動を通して,心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図るとともに,

集団の一員としての自党を深め,協力してよりよい生活を集こうとする主体的,実践的な態度を養う。」

とする特別活動のねらいと合致している。本時においても, 2年生なりに「みんなのために何ができる

かJを学級の一員として考える責任と,協力して活動しようとする態度をはぐくんでいきたい。

本時では,「内容Aの (1)学級や学校生活の充実と向上に関することJについて扱っている。

(1)学校行事や学崚活■における集団活■の工夫

学級として共通の目標をもつて,自 分たちで活動を計画し,実施することで,共に支え合つて生活

していこうとする実践的態度が育つていく。本時においては,「元気」と
「なかよくJをキーワー ド

として,共通の日標を意識させて話し合い活動を行つていく。

議題カー ドをポス トに入れさせ,話 し合いの議題を子供たちから出させることで,自 分たちの考え

を基に,自 分たちのための話し合いをしているという自党が生まれると考えている。

2学期末のお楽しみ会で,自分たちでゲームを考え,みんなで楽しく遊んで充実感を得た経験があ

る子供たちなので,本時の活動である冬を元気に仲良く過ごすために,外での遊びを考えることに対

して,子供たちは意欲的に取り組むだろう。

(2)拍導体鋼・方法の工夫

本時では,話 し合いを 2つの段階に分けている。初めに,学級全体で冬でも元気に過ごす方法を考

えるが,全体の中では積極的に発言できない児童もいる。しかし,集団の一員としての帰属意臓を高

めるためにも,話 し合い活動で一度は全員が発言する機会を作ることがよいと考えている。そこで,

授業の後半では,机の近い者同士でグループを作らせ,少人数での話し合い活動を設定することで全

員が発言できるよう支援 したい。また,座席ごとのグループで活動させることで,単元設定の理由に

もあるように,男女の区別なくみんなで仲良く活動する機会を与えることができる。

議題の設定や話し合いの進行を,事前指導をしつかりと行いながら,発達段階に照らし合わせ可能

な範囲で子供たちの手にゆだねていくことで,係や進行の児童に責任感をもたせたり,充実感を味わ

わせたりすることができる。また,振り返りの場面で評価活動を行うことで,互いのよさを33め合う

ことができ,集団における望ましい人間関係を築くことができる。
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(3)億颯壌との日遭付けを目つた工夫

特別活動 (学級活動)

「冬もみんなでなかよ

く元気にすごそうJ

特別活動 (児童会活動)

「雪と遊ぼう集会」

雪に親しみながら,縦割 り班活動を通して

学年を越えた触れ合いを行う。

寒さに負けず,冬の遊びを楽しむ。
〔教科〕

国語科=聞く,話す,話 し合う
「たからものを知らせ合おう『きき方名人になろ

う』」

生活科=冬の寒さを利用した活動
「きれいなこおりを作ろうJ

体育科=走る,雪を利用した運動
「いろいろなおにごっこ」 「スキーぁそび」
図工科=外での活動の促進

1-(1)

健康に気を付けた生活態度の育成

『ランコのコロル』

2-(3)

友達同士互いに信頼 し,協力 して活動する。

『負けるな千太～さよならいじめ虫～』

3 本時と口連する学●活動の事前・事後活動
本時とのかかわり

かかりをかえよう

◎新しい学期の新しい係を考える。

○みんなの生活をよくするために係活動があ

ることを理解する。

O議り合つてけんかをせずに決める。

・司会の練習

・立場を明らかにした発言

・学級会係の設置

鬼を退治しよう

◎心の中の鬼くなまけ忍者)を退治するために

豆まき集会を計画,実施する。
○豆まきの由来を知る。

○豆まきの仕方を考える。

○後片付けの方法を考える。

※朝の短学活での詩の朗読との関連

※図工でのお面作りとの関連

※道徳での自己の生活態度を見直す活動との

関連

。議題の選定方法の理解

・司会の練習

・話し合ったことを実践する場

の確保

冬もみんなでなか

よく元気にすごそ

う (事後)

(休み時間〕

◎みんなで決めた遊びで楽しく体を動かそう。

○チーム分けやルール説明などを事前に行う

など活動時間が十分取れるように工夫する。

O遊びの中で,全体の気持ちを考えた行動がと
れる。

・話し合ったことを実践する場

の確保

・与えられた役割をしっかりや

り遂げさせることで,充足感

をもたせる。
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本時の実際

◎寒さに負けずに,みんなが元気 こ仲itく なれるというめあてを意識して,話 し合いに参加しようと

とすることができる

・寒さに負けない強い体を作るために,積極的に外で活動する意義に気付くことができる.

・みんなが楽しめるという悦点に立って,思つたことを発表することができる.

主な学習活動

。ヽ多

●るように

はじめのことば

ぎだいのかくにん

ていあんりゆうの

せつめい

4 めあてのかくにん
《元気に》

《なかよく》

みんなが元気になかよくできる方ほうを考えよう

みんなが.かぜをひかずに,なかよく

元気に生活できたほうがいいからで

す。

一人 ‐人が努力できることだよね.

「みんなで仲良くJに関係するのは

どオしかな .

5 話し合い

(1)冬 でも元気にす ご

す方法を考える〔全

体〕

すききらいなく食べ

るようにする。 うがい 手あ
らいをする。
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(2)なかよく元気に

すごす方法を考

える 〔グループ ,

全体〕

話 し合いの結果の全

体発表

。日常の学校4i活に H

を向けさせ,外でiF動

する機会が少ないこ

とに気付かせる.

したりしてい

に各■0日し合

天気がよい日は,外で体をうごかしてあそぶ

前にやった●

が つせんが楽

しかつたよ。

たかおに ドッジ

ボール 何がいい

か決まらないな。

どんな方法で鬼を決めた′,,

みんなから文句が出ないかな

,

1人何周するの ?ルールをし

つかり決めておかないとみん

なが楽 しめないよ.

0●がつせん

0ドッジボール

(〉かんけリ

0ソ リのリゲーム

活

動

の

振

り

返

り

し合いのはんせ 自己評価カー ドに記人する。

評価②

。これまでの外遊びの

経験や,体育館での活

動を想起させる。

・先41の話の中に具体

的な評価の観点やよ

い活動の例を4tし ,客

観的に評価

うにす る。

とてもめあてを意識して,話
し合いができていました。

今日の話し合いの中で頑張つ

ている友達はいましたか ?

8 おわりのことば

-30-



5 威果 と課■

(1)学校行事や学餞活鵬における彙団活動の工夫

[成果]

・離題を子供たちから出させることによつて,自分たちの生活について話し合うという意綸が生ま

れ,話 し合いに対する意欲を高めることができた。

・話し合いのめあて (意見の内容)を短いフレーズにして常に意識させることによつて,論点をは

つきりさせた話し合いを行うことができた。

・共通の目標に向かつて話し合いを進めることで,集団としての一体感を高めることができた。       |
。事前に同様の形式で話し合い活動を行い,授業時にその活動を想起させることで,積み重ねによ      |

る成長が見られた。

[課題]

・議題や提案理由,話し合いのめあての言葉は,慎重に精選しなければならない。議題,提案理由,

話し合いのめあての整合性を図り,活動内容がねらいからかけ離れないように気を付けなければ
|

ならない。
|

。話し合い活動をどのように展開させるか,教師がどのようにかかわるかという点について,複数

の方策を考えながら,最も望ましい指導方法を考えていかなければならない。

(2)指導体鋼・方法の工夫

[成果]                                            |
。話し合いを小集団で行わせることによつて,多 くの児童が発言する機会を得ることができ,活動      |
に対する満足感が高まった。

・小集団の活動の中に教師が適宜入り,支援することによつて,めあてに沿つた円滑な話し合いを

行うことができた。

[課題]

・ペア,小グループ,全体と話し合いの形態を発達段階に合わせて複合的に用いることが大切であ

る。

・話し合いの中で適切な評価を与えて,賞賛することによつて,個人のよさを全体のものへと広げ

ることができる。

・話し合い活動は実践とのつながりを重視し,実際の体験を行つた後に,評価を適切に行うことが

大切である。

(3)他領崚との日菫付けを目つた工夫

[成果]

・他領域との関連を考えて単元を設定することで,関連する体験を積み重ねられ,子供たちの考え

方に広がりをもたせることができた。

[課題 ]

・他領域との関連について,内容,技法,価値などがどのように関連するかを明確にしなければな

らない。
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地域環境を生か した職場体験学習による「心の教育Jの実践
(小学 5年  総合的な学口の時間 単元名『lAKU lAKU 10RK～ ぼくらの子をかなえは !～ 』)

日薔市立沖見小学校  西 條  直 志

1 :ま じめ に

(1)今 日的な■日から
現代社会においては,新規学卒者のフ リーター志向の広が りや就職 3年以内の離職者
の増大,ニ ー トの増大などが重要な課題 となっている。その背景には,社会が将来の予
測のつかない不透明なものであ り,夢や希望をもちづ らくなっていることや,幼少期の
直接体験の不足や具年齢者 との交流の乏 しさからくる子供の精神的 。社会的自立の遅れ

といったことが要因であると考えられる。

そこで,現代の子供たちに,望 ま しい職業観や勤労観,職業に関する知餞や技能を身
に付けさせるとともに,自 己の個性を理解 し主体的に進路を選択する能力や態度を育て
るとい うキャリア教育の必要性が重要視 されてきている。小学校教育においても,人間
の生き方や在 り方を考え,将来に向かって夢をもち,積極的に生きる態度を育てること
は,「 生きる力Jを 養 う上で必要であ り,早急な課題であると考え,本単元を設定 した。

(2)職場体験の● り通 しの中で
本単元においては,地域の身近にある 3つ の施設 (保育口,特別姜護者人ホーム,児
童センター)で ,職場体験を行 う。具体的な内容については,小学生 とい う発達段階を
考慮 し,短時間での簡単なお手伝い程度の体験が適切であると考えた。「働 くJと い う
ことに対 して,「 大変だ」「面倒 くさい」 といったマイナス的なイメージが先行 してい

る児童も少なくない。そこで,同 じ施設に 3度 訪問 し体験する単元を構成 した。毎回反
省 と改善を行い,少 しずつステ ップァップ してぃくことで 「ゃ りがい」や 「楽 しさJを
見いだし,そ こで働 く人たちの願いや思いに気付 くことで,働 くことの 「よさJゃ 「意
義Jを感 じることができると考えた。また,体験後には発表会を行い,それぞれの仕事
の共通点や違いを振 り返った り,そ れぞれの施設の職員の方をグス トティーチャー (ま
たは手紙)と して招き,一 言コメン トを頂いた りする。 これ らを通 して,新 たなプラス
イメージの職業観・勤労観を育成 し,夢への希望を再確認することができると考えた。

(3)人 との豊かなかかわ りか ら
また,職場体験を行 うことで,そ こで働 く職員や幼児,高 齢者など様々な人々とのか
かわ りが予想 される。核家族化や情報機器等の発達により,人 と人との関係が希薄にな
り,コ ミュニケーション能力の不足や,人間関係作 りの苦手な子供が増えている現代に
おいて,人 との温かな交流を通 して,豊かな心を育て, 自己の生き方を見付け出すこと
は,重要であると考えた。本研究の副主題でもある 「豊かにかかわる力を姜 う」ことと
も一致 し,主題究明の一助 となると考え,本 単元を設定 した。
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研究内容とのかかわり

ひ r・

未来を拓く力を青成する「心の教育Jの奥目的研究
～自分を見つめ他 と豊かにかかわる力を養 うために～

【視点 総合的な学習の時間の指導に関 して】
本研究において,総合的な学習の時間の仮説は

総合的な学習の時間において,子供の実態に応 し,地域や学校環境の特色を生か しな

がら学習活動を行 うことで,自 己を実現 し,未来を切 り拓 く実践力をはぐくむことがで

きる。

となつている。

本研究では 「心の教育」を推進 してい く上で ,道 徳においては ,f自 己理解 を深め,主

体的によりよく生きよ うとす る気持 ち」を育て ,特別活動においては ,「 個性 を生か しつ

つ ,他者 と支え合い生きよ うとする気持 ち」を育てることが重要であると捉 えている。

さらに ,総合的な学習の時間においては ,自 然や地域社会な ど広範囲での活動を通 して ,

「理想の実現に向けての実践力」をはぐくむ ことをね らい としている。本単元においては ,

直接的に自分の夢を見据 えた後に ,「職業体験学習」を地域施設で行 う。働 くことのよさ

やや りがいを体験的に学ぶ ことで,肯 定的な勤労観・ 職業観を獲得 し,夢 に向けての明 日

か らの希望や 自己実現への実践意欲につなげてい くことができると考えた。

(1)地 域環境を生か した体験活動の工夫

本単元では ,本校か ら徒歩で通 うことのできる地域の施設への職場体験 を行 う。

沖見保育口は,徒 歩 10分 の場所にあ り, 0歳児～ 5歳 児までの幼児 102名 が在籍

する職員数 16名 の保育園で,本 学級の多 くの児童が卒園 してきた保青口である。午前

中の児童の 自由遊びの中に参加 し,保 育□児 との交流を行 うことで,保 育士の仕事の楽

しさや苦労 ,職員の願いや気を付けていることに ,実体験 を通 して気付 くことができる

と考えた。 さらに, 5年 前の 自分の姿を思い返 した り,重 ね合わせた りす ることで,自

己の成長にも日を向けることを期待 したい。

沖見児童セ ンターは,徒 歩 15分 の場所にあ り,親 子広場やわんぼく広場 といつた事

業を展開 している。留守家庭児童会の機能を有 し,本校の低学年児童 も学校帰 りに活用

している施設である。 また,放課後に遊びに出かけ,一 輸車等で遊んだ り,セ ンター祭

りに出かけた りと,な じみが深い。 しか し,普段あま り利用 していない午前中の時間帯

の様子について知っている児童は少ない。 自分たちの知 らない ところでの職員の仕事や

苦労について感 じ取 り,働 くことについての新たな考え方をもたせたい と考えた。

特別養護老人ホーム「萌寿口 Jは ,徒 歩 20分 の場所にあ り,デ イサー ビスセ ンター ,

在宅介護支援サー ビスの施設 も併設 し, 50名 ほ どの高齢者が入居 している。昨年度の

総合的な学習の時間において交流 させ ていただいた施設である。 しか し,そ れはお年寄

りの方 との交流をメインとした福祉に関する学習であ り,職員の仕事内容については深
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く学んでいない。今回の交流では,気 付いていなかつた職員の様々な仕事に 目を向けさ
せ ,そ の大変 さや楽 しさ,や りがいに気付かせていきたい。
体験は,同 じ児童が同 じ施設に繰 り返 し 3度 訪問することを重要視 した。回数を重ね
ることで,児童の中に改善や工夫をす る気持ちが芽生え,そ れがや りがいや楽 しさにつ
ながると考えたか らである。地域の 3つ の施設での職場体験活動を繰 り返す ことによ り,
各 自が働 くことを具体的にイメージイヒす ることで ,将 来の夢を身近に感 じ,未 来を 拓
く力を育成することができると考えた。

(2)指 導体劇・ 方法の工夫
本単元は,児 童の希望する施設へのグループ訪間 となる。そのため,担任 1人 では ,

個の活動を細か く見取 り,支 援することが不可能である。そこで, 2組 の担任教論 と教
務担 当教論に職場訪間の際には,引 率をお願い した。体験後にはそれぞれの活動の様子
を交流 し合 うことで,そ れ までの活動を適切に評価 し,次 の活動へ結び付けるための支
援 を行 うことができると考えた。 また,発 表会においては,グ ス トテ ィーチャー として
各施設の職員を招 き,子 供たちの活動への賞賛や励 ま し,自 分の働 くことへの思いを伝
えていただ く。直接 目の前で熱 く語 られ ることで,充 実感や満足感 を得ることができ ,
新たなプラスイメージの勤労観が形成 され ると考えた。

単元の導入 と終末では ,児童各 自の夢に 日を向けさせ る場面を設定 した。これにより ,
職場体験 を通 して得たこと,気持 ちや考えの変化について各 自が明確に自党 し,さ らに
将来の夢の実現に向けて希望をもち ,よ り積極的に今を生きる姿勢を身に付けさせたい。

「働 く」 とい うことに関 して,第 5学 年での関連領域は,上 記のように考えられ る。
既習事項は場合に応 して想起を促 した り,未 習事項は関連付けながら指導 した りす るこ
とで ,児童の思考が連続 し,幅 広い面か ら児童の勤労観や職業観を育成できると考えた。

(3)伯傾城との日遭付けを目つた指導の工夫

・●くことのな薔を理解し,社
会に0仕する本当の喜びを知
り,公共のために役立とうと
する0情を育てる

1-(6)『 少年の日
・自分の特徴を知り,よいとこ
ろを伸ぼすとともに,自已を
生かそうとする意欧を育てる
(向上0・ 儡性の伸長)

・書き手のものの見方にふ
れ,自分の考えを広げた
り凛めたりしながら醸む

(饉む能力)

情熟をもち心ひかれるものを追い観ける気持ち

住みよいくらしと
・森林資源の青威や保饉に従事してい
る人々の工夫や

"力
(思考・判断)

働
＜
人
々
の
工
夫

・
努
力

・
苦
労
や

薔
び
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単 元 の 目欄

(1)主体的・ g遺的●魔
職場体験学習を繰 り返す中で,工夫 しながら積極的に活動に取 り組 もうとする。

(2)日■を解決するカ
職場体験での自分の課題を見付け出 し,工夫 して計画を立てた上で活動できる。

(3)学 び方・考え方
職場体験を通 しての意見や考えを発表 し合つた り,話 し合つた りすることができる。

(4)自 己の生き方
職場体験を通 して,肯定的な新たな職業観や勤労観をもち,自 己の生き方を考えるこ

とができる。

4 児童 の 実 饉
(1)学口全般に日 して

明るく活発な児童が多い。 どの教科においても真剣な態度で取 り組むことができ,特

に体験的な学習を好む傾向がある。 しか し,一部の児童においては,集 中力が持続でき

なかつた り,基礎的な学力が身に付いていない面も見られるため,個別での支援を常に

心がけている。また,学習用具の忘れ物が多く,グループ活動ではけじめを欠いた会話

が見られる。発表態度は消極的であり,関 き手を意餞 した発表が苦手な児童が多い。

(2)総合的な学口の時間に日 して

年度当初に行つたアンケー トの結果では,総 合的な学習の時間を好む児童が多かつた。

理由 としては,「 自分の好きなことを調べ られ る」
「パ ソコンを使えるJと いつた意見

が多かった。児童のイメージとして,「 総合的な学習の時間の調査 =イ ンターネ ッ ト」

とい う意識が強いように思われたため,今年度は特に体験的な学習を重視 した単元を構

成 し,体験から学ぶことのよさや。人 とかかわることのよさに触れ させたいと考えた。

また,ま とめや発表では,得た情報の丸写 しも見られ,理解不足のまま模造紙にまとめ

発表 しているだけの場面も見られた。 自分の言葉を使い,関 き手を意識 した分か りやす

い表現を心がけるよう指導を展開 してきた。

前単元 「ぼくらの森を守 り隊 !」 (30時 間扱い)では,森 づ くリセンターの協力を

得た森林教室をきつかけとして,第 1次の学習では「森に親 しむ活動」を行つた。葉や

枝を使つた実験や工作,木登 りや名前田べ,森林の役割調べ等の後に発表会を行い,自

分たちの森に対する関心や興味を高めることができた。 ここで,モ アイ像で有名なイー

スター島の例を意図的に取 り上げ,森林伐採が原因で国が減びて しまったことを教え ,

今の地球 も同 じようになるのではないかとの課題意識から,第 2次 の学習 として「森林

破壊の原因を探 り,で きることを考えよう」の活動を始めた。地球温暖化,酸性雨,森

林伐採,焼 き畑農業などについて調査 し,自 分たちもできることに取 り組 もうとする態

度を姜 うことができた。また,体験活動における子供の意欲を再確認することができた。

そこで本単元においても,職場体験を設定することで,子供が意欲的に取 り組み,活

動を自分事として捉え,よ り深 くね らいに迫ることができると考えた。
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分の将来の事について考えよう

N看ヨだよ クグル ー/7/

口くってこん0ここだろう?

めんどくさい

特別姜護老人ホーム

「萌寿口」
沖見保育園 沖見児童センター

3回繰り返し

体験する

願い 。気持ち

○○″上手にでeむかった● 今日けもっこ○○にしτ■よう

みた0に
―

についτ伝えホう′

口くって○Ooんだむ

自分OmO● ●●●ぇ。●働
― っτい0たいoや リカれヽ

つたHO■ にお■の手籠む書こう

単元構成日 (全 20時間 )

・ 将来の夢は ? 今すべ きことは ?

(1/20)

(2/20)

(9～ 17/20)

( I a - L 9./ 2 O)

イ メー ジマ ップ作 り I

(3～ 8/20)

。今すべきことは ? イメー ジマ ップ作 りⅡ
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○自分の将来の夢について考えよう。

・ な りたい職業ベス ト3は ?
。そのために今何を した らいいかな ?

・働 くつて どんなことかな ?

・体験を してみた ら分かるか も・・。

1 自分の将
来の夢につ

いて考えよ

う (2)
【学校】

○お仕事体験に挑戦 しよう。

・ インタビュー して聞いてみ よう。

うまくできなかつたよ。

次はこんなふ うにやつてみ よう。

。1回 目よりもよくできた。
・次はもつとこんなふ うに しよう。

・ 働 くことが少 し分かつた。

○他のグループに自分たちのお仕事体

験で学んだことを伝 えよう。

。このお仕事の楽 しさや苦労を伝 えた

い 。

・ 他のグループの様子 も知 りたいな。

・分か りやす くまとめて発表 しよう。

○お仕事体験発表会 I・ Ⅱを しよ う。

・働 くつてい うことは,○ ○なことか

もしれないな。

活動計日 (全 20時間 )

内 容

2 お仕 事体
験 1こ 挑 戦 し

よう (6)
【地域施設】

・保育園

・ 特別養護者

人センター

・児童センタ

【学校】

3 お仕事体
験 を友達に

伝 えよ う

(9)

4 活動 を振
り返 り,考
えよ う(2)
(本時 2′ゆ

5 お 世話 に
な つた方ヘ

手紙 を書 こ

う (1)

童の 主な活動

自分の将来の夢について もう一度考

えてみると,今すべきことは何かな。

これか らも頑張 りたいな。

○お世話になつた施設の方へお礼の手

紙を書こう。

・いろいろなことが分かつた。

。また行ってみたい。

☆ 自分の夢について,積 極
的に考え,自 分の意見を
述べることができる。

(学 び・ 考え )

・体験への意欲化を図る。

☆職場体験について,積 極
的に取 り組 も うとしてい

る。 (主・ 創 )

☆反省・改善点を次の体験

に生かそ うとしている。

(問解 )

・ インタピューす る内容 を

毎回吟味 し,働 く職員の
気持ちに迫る。

☆体験を振 り返 り工夫 して

まとめることができる。

(問 解 )

段 階 を追 つた ま とめの方

法 を促す。

☆ 自分の意見や考えを発表

し,話 し合 うことができ
る 。 (学 び・ 考え )

GTの ア ドバイス。

☆新たな 自分な りの動労観

をもつ ことができる。

(自 己 )

☆ 自分の気持 ちや考えを的

確に相手に伝 えることが

できる。 (学 び・ 考え)
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7 本時の実際

・職場体験を通し感じた自分の意見や考えを発表し,話 し合うことができる。同肝考えか
・職場体験を撮り返り,自分の将来の夢についてもう一度見直すことで,体験前とは異なる
新たな自分なりの青定的な動労観・聴業観をもつことができる。伯aO生きか

◇お仕事体験発表

会 Ⅱを しよう

◇施設の方か ら一

言コメン トを頂

こう

○全員で意見交流を行 う。

円滑な発表 とな るよ

う,事 前に リハーサ
ル を行 つた。 また ,

掲示物 もパネル にセ

ッテ ィングしてお く。

前時の発 表会 (児 童

セ ンター ,特 別 養護
老人 ホー ム )の 想起
を促す。

GTに よる他者評価
で ,充 実感・ 成就感
を得 る とともに ,働
くこ とのイ メー ジを

広げる。

よさやや リカれ にヽ着

目できるよ う,板 書
にまとめる。

①
自分の体験との比較

今みんすが

Tさ る こt

3人のGTの話や児
=の
発表内書から,

■くことのよきについてまとめる

児童センター 戸田先生 ●■■ 福目さん

同じ小さい子だ

けど,私たちと
は選び方が違う

と思いました。

(児童センター

グループ)

これは

8三を
作つて

遊んで

いる写

■です

tl′
`ミ

魚あ■キしll】Lう

おたさん,お夕中さんの

顔rtた。

OGTの コメン トを聞 く。
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◇ 「働 くJこ とに
ついてもう一度

考えよう

◇ 自分の夢や今す

べきことを見直

そ う

◇お礼の方法を考

えよう

単元導入時のイメー

ジ図 を活用 し,変 容
を再確認する。

・楽しい

・自分のため

・つかれる
。めんどうくさい
。遊ぶため

・給料のため

○ネームプ レー トで新たな

自分の考えを明確にする。

○将来の夢ベス ト3を 想起する。

一番最初に将来

の夢ベス ト3を

書いたね !

○明 日からの生活に希望や意欲 をもつ

○お世話になつた施設の方へのお礼の仕 方

を考える

・ プ ラスイ メー ジ (大

変だ け ど楽 しい等 )

が増 えてい る こ とに

着 目させたい。

○ 自分の体験やまとめ ,

職 員へのイ ンタ ビユ

ーの答 え ,GTの お
話 を参考 にす るよ う

促す。

○ 単元導 入時 に行 つた

「今すべ きこと」 に

新 たに付 け足す こ と

で ,自 己の変容 に気

付かせたい。

○次時への意欲化

・楽しい
。いるんなことが分

かる
。わくわくする
。自分のためでも

人のためてもある
。大童だけど楽しい

・楽しいけど大責
。ご飯を食べていく

ため

儡宙士

"ベ
ストロ

に■わったかも…

今すべきことは?
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8 威 果 と課 ■

(1)地 域環境を生か した体験活■の工夫
[成 果 ]

・ 反省 と改善を繰 り返す 3度 の職場体験は ,仕 事のよい面 と大変な面の両方を見るこ
とができ,青 定的な職業観 を形成するために効果的であつた。
・ 今回取 り上げた 3つ の施設は,子供たちに とって身近であったため,興 味をもつて
意欲的に取 り組むことができた。また,必 然的に口児や高齢者の方 とかかわ りをも
つことができ,豊 かなかかわ り合いの中か ら直接学んだことも多 く見られた。
[課題 ]

・ 活動のステ ップア ップを更に図 り,そ の 自党を促すためには,き め細か く計画的な
一人一人への支援が必要である。

(2)指 導体

“

。方法の工夫

[成果 ]

。それぞれの施設への引率者 との連携が円滑に行われたため,担任が次時の支援に生
かす ことができた。

・ グス トテ ィーチャーの講話により,肯 定的な職業観 。勤労観を子供が もつ ことがで
き,効果的な指導 となった。
。毎時間の活動内容や反省 ,改 善点をワー クシー トに記入 し,時 系列でファィルす る
ことで,自 分の変容に気付かせ ることができる。
[課題 ]

・ グス トテ ィーチャーを活用する場合には ,そ の意味合いや何を子供につかませ るか
を,事 前に しっか りと吟味 してお く必要がある。 また,単 元の導入で活用 し,い ろ
いろと質問をさせる展開 も考えられる。

・ グス トテ ィーチャーの講話を聞 く場合には,あ らか じめ話を聞 く観点を与えてお く
とよい。

・ 複数のグス トテ ィーチャーを活用する場合は ,それぞれの講話の共通点を取 り上げ ,
深 く考えさせ る展開 も考えられ る。

(3)僣 口増 との日違付けを目つた指導の工夫
[成 果 ]

。「働 く」 とい うことに関す る関連や価値項 目を指導案上に明確に位置付け,想 起を
促 した り,同 時期に学習を進めた りす ることで,子供の思考の幅をよ り広げること
ができた。

[課題 ]

。今後は,総 合的な学習の時間における活動のね らいについて,各 段階においての他
領域 との関連 (必 要な能力や技能等)も 考慮 していく必要がある。
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Ⅳ 研究の成果 と課題



ロ

リ υ リ コ

今年度 は ,「 未来を拓 く力を育成す る『 心 の教イド.1の 実践的研 究 ～ 自分を見つめ他 とで,

か にかかわ る ノリを養 うために～ Jの 研 究 l:題 を掲 IF,新 たな研究推進 を開始 した 「11徳 υ,

時間 |「 特別活動」
「
総 合的な学習の時‖l」 とい った 異な る領域 の研究 を並行 して行 う中で ,

それ ぞれ の指導内容や 方法 を追究 し, またそれ
',の
効 果的 な連携 の在 り方について 1),成

果 と課筐 を明 らかにす べ く設定 され た研 究 |:題 で■)ろ

1年 次 ‖であ る今年度 は、道徳の Hケ ‖|の 指 導に 1闘 しては 1心 に響 く資料′)開
`こ

・
「
夫

を,特 別活動 の指導に 1対 しては 「学校行 :llや 学級活動 |二 お 1ナ ろ集 1月 活動の 11人  を,総 合
的 な学習の時‖lの 備導 に 1対 しては `地 域環境 を 11か した体験活動の li人 」を |:た る研究 l貞

日と して ,理 論研修 と研 究 11に よ る検証授 業 を行 った  たた ,研 究 協ノノ校・ ,f究 協 プリitを
は じめ管内教 育関係 者の 多大なる協ノリの ド実施 した ,「 道徳教育に 1対 す るア ンケー トリにつ

いて モ)研 究推進 の は ,1な 糧 とす る ことがで き,以 ドの よ うな成 果 と課題 が明 らかになった

幌 点 | 道縫の時間の指導に関して
|■■ |■■■

‐ ■ ■ ■日

目
一

0年■0■点 :口′
“
E■
=自
己を撮り燿0中■ ■m●饉をはくくむ口3o■斃。ェ夫

子供の実態に応じて,授業のねらいとする道徳的価値を定め,その育成に効果
的と考えられる資料を活用することができた。また,資料の内容や提示の段階・
方法についても,発達段階を考慮し適切に活用された。大変な困難を乗り越えた

分貿腸を二欝環二基8:全塁i与F響雰 i高 :1天 :矢品tif[::皇 属基〔
ることができた。同時に,子供たちに自らの17・験を振り返らせたり,同 じ状況に
自分が立った場合を想像させたりすることで,真に課題に迫ることができ,考え
に深まりが見られた。授業時,あるいは授業後の子供の様子や感想から,ね らい
とする主たる道徳的価値以外にも,様々な価値項目に関係する変容が見られ,優
れた資料は豊かな心をはぐくむ上で,大きな力をもつことを確認できた。

くの資料は,様々な

めの材料ともなる。

を包含 しているため , ねらいとする

的である。子供にとって未知の資料を活用し,関心・意欲を喚起する中で,道徳
的心情を高める授業や,子供が自己を振り返りながら,あ るいは社会規範に照ら
し合わせながら深く思考する資料を活用し,課題を追究する中で,道徳的判断カ
を養う授業など,様々な授業が存在する。それぞれの授業の性格を明ら力■こする
ことで,よ り効果的な資料を活用したり,よ り効果的な指導方法を実践したりす

値内容を明確にし,それに沿つた授業展開・指導方法を吟味する必要がある。ま
た,「道徳の時間」の授業を,ね らいという観点から大きく分類することも効果

ることが可能になると考えられる。その過程においては,相互補完する形で道徳
教育に関する子供に実態が明らかになるため,他領域との効果的な連携を図るた



視点 2 特別活動の指幸に関して

-OB:― ι粛けら

…

Ct― E…
…

=去

話し合い活動における議題を,子供自身に考えさせ活用することで,集団への

所属感や授業への意欲を高めることができた。また,発達段階に十分配慮し,課

題提示や指導方法などを工夫することで,課題への積極的取組を促すことができ
た。同時に,授業における観察を丁事に行い,適切に評価することで, F供自身
が互いの個性を大切にし,自他を肯定する意識をもつことができた。話し合い活

動によつて導き出された結論が,実際に r供たちの活動に反映される授業を構成

したことで,子供に達成感がもたらされた。また,実際の体験後に,導き出した

結論の成果について子供たち自身が再度話し合いを行うことも可能であり,さ ら

に効果的な指導を行うことができる。このようにして子供たちが得た成果や課題

を他領域と関連付け,道徳的価値を養うよう,いがけることも大切と考えられる。

集団活動において,子供たちに話し合いをさせる場合には,議題や形態を発達

段階に応じ慎電に精選する必要がある。特に小学校の低学年においては,議題の

表現を簡潔に分かりやすく設定したり,話 し合いの過程で幾度もめあてに立ち返

らせ意識させることも重要である。

指導体制については,教師のかかわりが話し合いの深まりに大きな影響を与え

るため,複数指導体制の必要性なども検討する必要がある。話し合いの形態につ

いても,ペアや小グループ,全体など,様々な手だてが考えられるため,場合に

よっては複合的に用いるなど,状況に応して最も効果的な方法を吟味することが

求められる。

視点 3 総合的な学響 時 間 オ旨半に関 て

|口 ■‖■ ■■
■■■|■ ■|

0年目の■点:u■境を生″じ
=億
■籠□め工夫

職場体験の学習においては,「′いの教育」につながる体験学習の実施が期待で

きる施設に,協力を依頼することが重要である。今年度の実践において訪間先と

なつた施設は,いずれも子供たちにとつて身近な施設であつたため意欲的な取組

が見られた。また,これまでとは異なる「働く側」からの視点で活動すること

で,子供たちそれぞれの「勤労観Jに変容が見られると同時に,「他とのかかわ

り」について考えを深める様子が見られた。発達段階によつては,接する機会の

少ない施設を訪問先として設定することで,子供たちの視野を広げさせ,自 らの

将来について考える契機とする指導も考えられる。訪問回数や活動内容に
ついて

も,子供の実態や活動のねらい,発達段階と照らし合わせ検討することが重要で

ある。今年度の実践においては,施設を変えることなく3度訪問し,前回の課題

を改善しながら活動できるよう支援したことで,子供たちは目的意識をもつて活

動することができた。グストティーチヤーの講話や手紙も,「働く」ということ

について多面的に考える契機となるもので,また具体物であるがゆえに説得力あ

ふれ,充実した学習活動が展開された。
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職場体験の学習において,子供たちが異なる鮨讀を訪日する場合,成果の交流
によつて更に学習を深めることも重要である。グストティーチャーの協力が得ら
れる●合,諄話や手紙の内容が活動のねらいに沿つたものになるよう依頼したり,
授業における位置付けを工夫したりすることで,実朦に訪間していない子供に
とつても,意義深い学習を晨目することが可鮨になる。
また,mmm決力や学習主停性,創造力など,総合的な学習の時間において身
に付けさせるべき力を,指導計日の中で明確にし,各段階における他領城との関
連性について考慮していく必要がある。

■■■■■■■■

■■■■■■
■■■■■■■■■
■■口■■■■■■

■■

■■

■■

■

■

■

■■
■■
口■
●I■

■

■

。学習指導要領 (平成 10年 12月 告示 )
・ ●1路 教育研究所 研究紀要 第 57集 ,第 58集 ,第 59集
・十勝教育研究所 研究紀要 No 198,No 200
・石狩教育研究所 研究紀要 第 185号
。後志教育研修センター 研究紀要 No 73
・「第 15回  北海道生活科・総合的な学習教育研究大会 大会紀要」
。「平成 16年度 研究紀要 苫前町立力昼小学校」
。「留萌管内生活科 。総合的な学習研究会 第 4回 実践交流会 議演資料」
。「小学校学習指導要領解説 特別活動編」 文部科学省
・「小学校学習指導要領の展開」 宮川人岐編著 明治図書
。「中学校学習指導要領の展開 道徳編」 七條正典編著 明治図書
・「中学校学習指導要領の展開 特別活動編」 森嶋昭伸・鹿嶋研之助編著 明治図書
。「中学校学習指導要領の展開 総合的学習編」 山極隆編著 明治図書
。「学級活動の年間始動計画と展開 小学校低学年J 宇留田敬一編 明治図書
・「学習活動の指導過程 小学校低学年」 成田回英編 明治図書
。「小学校 。キャリア教育のカリキュラムと展開案」 児島邦宏・三村隆男編 明治図書
。「道徳 と総合的学習で進める心の教育」 諸富祥彦・尾高正浩編著 明治図書
。「総合的な学習に活かす ポー トフォ リオがよくゎかる本J 小田勝己 学事出版
。「中学校『 総合的な学習の時間』研究の手引」 児島邦宏・佐野金吾編 明治図書
。「中学校 特別活動 +総合的学習の展開プラン集」 渡部邦雄編 明治図書
。「教育展望」20037・ 8

日 ・「指導 と評価」2006.5

:.・
「特別活動研究」
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一
一▲コ一

徳教育に関する

アンケー ト調査の結果 と考察



1 目 的
平成 18年度から取組が開始 した新たな研究に関 して,留萌管内小中学校の実情や教員
の要望を把握 した上で,研究推進のための価値ある資料 として役立てる。

2 口査方法の概要
(1)留萌管内全小中学校の全教員を対象に調査を行 う。
(2)勤務校種ごとに調査結果の集計を行い、比較分析することで発達段階に応 じた相
違点等を明 らかにする。

(3)教職経験年数 と調査結果を照 らし合わせ、より詳細な実態把握に努める。

～ご協力いただいたアンケー トの主な設間の集計結果と考察を,以 下に記 します。～

I 道徳性の青成について

Ql あなたが実際に子供たちと接す る中で,ど のよ うな心を育てることが大切だ と
感 じていますか。大切だと感 じる心について 5つ 選んで番号で記入 してください。
その他にある場合は ( )に 記入 して ください。
①基本的生活習慣を守ろうとする心 ②善悪を判断する心
③自主的に行動しようとする心 ④我慢強い心 ⑤責任感の強い心
⑥自らを律する心 ⑦明るく朗らかな心 ③協力・協調の心
⑨公共のために尽くす心 ⑩自己を高めようとする心 ①自然を愛する心
⑫生命を尊重する心 ⑬美しいものに感動する心 ⑭感謝の心
⑮その他 (

)

配布数 (枚 ) 回収数 (枚 ) 回収率 (%)
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設問 101 どのよ うな0が 大切か ?(人 ,

●●●■●する0
i● を●●する0

●nIの 0
ロカ `日のし

自ら|● する0

こ本的生活ロロを
'も
0

自主的に,,● する0

●●●い0

自己を贔めようとする0

■II● の強い0

哺 も く● ら か な 0

公共のために尽 くす0

■ しい ものに●●する0

自3を ,す る0

そのセ

25

2`

平和を
'す
も● セを0い やる0 ●●力の●かさ 日本人と しての 0な ど

殷同 :01 どのよ うな0が大切か
'(人

,

●● 書
"晰
する0

●日の 0

自ら●●

'る
0

こ本的 生活●■ を守 る0

● 力 

“

口の 0

生● を,● する0

自主的に l■ ●す る0

自己を8め よ うとす る0

■●
"い
0

■饉

`の
颯 い0

哺 る くmら かな0

● しい ものに●● する0

公共のために尽 くす0

自熱 を,す る0

その僣

【考察】

小学校・ 中学校 共 11.Jlt i,国 答が 多か ったのは  善悪 を判断す る心  で ,そ オlイ オ1711

以 卜の教 11が 人 Uり L考 えてい ろ 
´
善悪 を 1判 断す ケ しヽ が道徳 r均 11断 ヵ t7り 1ヽ 礎 L考 える教 11

が 多い ことを■tす と同時に ,善 悪 の中l断 を適 切 |二 行 えない「 供が増 えつつ力)ろ 現状 を 1)|ズ

映 してい ろ L号 え ず,オ lろ  .11命 を尊 ;iす る ,とヽ
「
感謝 t7,と、 「|「ジを rl・ 十 ろ′と、 L′ ,回 答 t,

多く, f供 の実態の 変化 を感 じlltっ た り少年
`L罪

の低年齢 化 を危 く した りす る教 tiの 意識

が
'映

し|||さ オlて いろ lt｀ 火_ろ  学校 生活 {二 おいて , rl共 たちが「I己 を見つ y)他 と ('か 1こ か
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【考察】

第 1～ 第 3に 重視する場面として回答された総数が最 も多かったのは,小学校 。中学校
ともに 「学級活動Jで ある。豊かな心を育成するためには,級友 と共に集団活動を行 うこ
とが重要であると考える教員の多さを表 している。小学校において,第 1に重視する場面
として最 も回答が多かったのは 「各教科の授業」である。教科の授業のほとんどを学級担
任が指導するため,子 供 と最 も多く接する場面であることが理由と考えられる。また ,「 学
校行事 J「休憩時間」との回答も多く,他 と触れ合つて活動する場面を重視する教員の意識
が読み取れる。中学校においても,「 学校行事」を重視するとの回答は多く,同 時に 「部活
動Jと の回答 も相 当な数に上った。小学校同様 ,集 団活動・ 体験的活動を重視する傾向が
うかがえる。

一方,「 道徳の時間」の回答総数は,小学校で 4番 目,中 学校では 5番 目にとどまった。
心の成長を促すためには ,「 道徳の時間」において自らを見つめることも大切であると考え
られ る。その意味では ,「 道徳の時間」を意義あるものにできるよう研究を推進することが
求められているといえる。
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Q3 学校教育において ,豊 かな心を育成するために特に重視 したい体験は どのよう :

なものですか。次の中から重視する順に 3つ選んで番号を記入してください。そ

の他にある場合には ( )に 記入してください。

①動植物を育てる体験   ②物を作る体験   ③自然に触れる体験
④ポランティア活動に参加する体験   ⑤地域行事等に参加する体験
⑥文化的なものに触れる体験   ⑦集団で遊ぶ体験   ③体を鍛える体験

⑨異学年集団で活動する体験   ⑩集団宿泊などの体験
①家庭の仕事をする体験   ⑫児童会・生徒会などの委員会活動の体験

⑬その他 (                               )

3口 で■
`

●●年3● で■●す0

●●に●お0

ポランテイア■●に●●

●●●●●てる
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●●●●●に●コす0

●亡●tt事 をする

0■●
=D
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'●
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20 ilo l9
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●口で■ぶ
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●■■■●

■9年 ●口で層●す0

●●●●●に●コ
'●

●■0● ●をする

●●●を■て0

“

●●え
`

●を||●

その●

!lrr:tl llu r:tl nlst=ll

餞口 :03 ■■したい体●は
'(人

)

16  J

-14  -

ー
‐ 01
0日

‐ 7J
| ‖  |●●体 :体口や會嘔など●●■

“
● 口文tに

“

れる●ピ|

【考察】

小学校において,第 1に 重視 したい活動 として最も回答が多かつたのは
「集団で遊ぶ体

験」であ り,総数 としても最 も多い。次いで多いのは
「異学年集団で活動する体験」であ

り,集団での触れ合いを重視するとい う意味では,設問 Iの Q2の 「学級活動」の重視に

通ずるものがある。また ,「 自然に触れる体験」f動植物を育てる体験」
「ポランテイア活動
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に参加する体験」 も多 く,広 い意味で他 とかかわる活動 も重視 されているといえる。中学
校において,第 1に 重視 したい活動 として最 も回答が多かったのは 「ボランテ ィア活動に
参加す る体験」であ り,総 数 としても最 も多い。また ,「 集団宿泊などの体験」を重視する
声が多いなど,小学校 とは異なる傾向が見 られ る。校種や学年に応 した発達段階や子供の
実態を考慮 し,体験活動を実践 しようと考える教員の意識が読み取れる。
回答の多かった「ポランテ ィア活動に参加する体験」「自然に触れ る体験」などの活動場

面 として ,「 総合的な学習の時間」が想起 され るため,各 領域の指導が補充・深化・ 統合 し
合えるような連携の在 り方についても考えていく必、要がある。

Ⅱ  「道徳の時間」の実際の指導にかかわって

Q2 あなたは,「 道徳の時間」の授業において , どのような資料を活用す ることが
多いですか。番 号でお答えください。             (複 数回答可 )

①副1読 本を使 つて行 う  ② NHK教 育テ レビを視聴 して行 う
③副読本以外の読み物資料を使つて行う

④ドキュメンタリーなどのVTRを使つて行う  ⑤絵本を使つて行う
⑥実際に身近に起こった問題を取り11げて行う

⑦社会問題 (新聞・雑誌等の活用)を 取り上げて行う  ③心のノート
⑨その他 (

)

餃固口02 どのような■●を使うか?(人 )

―

■■l_aこ った日■

●●テレビ

―
収

…
tt●H 〈6m 

― )

●●ノート

“ドキュメンタリー●●VTR

事

脚 ¬にこったロロ

ー
          (0蘭   ― )

…ドキュメンタリつ VTR

●●ノート

●●テレビ

“a

1殷間Π02どのようなn3を使うか,[□

―

-72
轟

"
-53

口 :1

|||19

|||18

‐ ァ 1籠 白作資

" 
インタ‐ネットなど

|
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【考察】

小学校においては,「 副読本 J「 身近に起 こつた問題」 との回答が突出 して多い。中学校

では ,そ れ らに加 え「社会問題」「ドキュメンタ リー等の VTR」 とのい1答 も相当数見られ

る。 これは,そ れぞれの発達段階に応 じた資料の活用が行われていることを表 していると

考えられ る。小学校では ,児 重が身近に感 じられ る副読本資料や実際に体験 した出来事を

題材 として活用することで道徳性 を育成 し,中 学校では ,よ り広い視点か ら社会的な問題

を題材 とす ることで,よ り大きな指導効果が期待 されているといえる。その他 ,f副 読本以

外の読み物」「心の ノー ト」
「教育テ レビ」「自作資料」な ど回答は多岐にわた り,今 後 さら

に効果的な資料の開発・活用が求められていると考える。

Q3 あなたは,「 道徳の時間」に どのよ

答えください。

①教師の発間を主とした話し合い

③教師の講話  ④児童生徒が,プ リ
⑤その他 (

うな学習活動を行つていますか。番 号でお

(複 数回答 口r)

② ロールプ レイな どの役割演技

ン トな どに考えを書き表す

殷間肛03 どのよう欄 を行うか
'(Al

‐ ― を主とした

“

し合い

プリントなど_●えを●
=●
す

殿間口03 どのような活鵬を行うか?(カ

プリントなどに,えを■き●す

―
を主とした●し合い

…

ロールプレイなど●
―

【考察】

小学校・ 中学校共に,「 話 し合い」と「考えを書き表す」との回答が高い割合を占めてい

る。少数ながら「エンカウンター J「 ディベー ト」
「グループ討議」といつた回答も見られ ,

今後授業のね らいや内容に応 した学習方法の工夫が必要であると考えられる。
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Q5 あなたは 「道徳の時間」の評価をどのように行つていますか。番号でお答えく
ださい。 (複数回答可 )

①授業時の発言を中心に  ②授業時の態度を中心に
③授業の感想などの文章などを中心に  ④授業後の行動や発言の変化を中心に
⑤自己評価・相互評価を参考にして  ⑥テストを行いその結果を中心に
⑦その他(                               、

【考察】

全体的に複数回答が多 く,様 々な方法で児童・生徒の変容を見取ろうとする教員の姿勢
が反映 された と考えられ る。小学校・ 中学校共に ,「 授業の感想な どの文章を中心に」との

回答が最 も多く,具体物によって児童・生徒の意識や考えを読み取ろうとす る意識が 目立
つ といえる。次いで多いのは ,「 授業時の発言や態度 を中心に Jと の回答で,授 業時の生徒
観察を積極的に行 う教員の多さが読み取れ る。

一方で ,「 授業後の行動や発言の変化を中心に」との回答 も約 5割 と,か な りの数に上っ
た。道徳性の育成には ,長 い時間 と様々な手だてが求め られる。道徳性について,そ の深
ま りがいつ どのような形で表出す るか,あ るいは児童・生徒の内部において 目に見えない
形で深まるかは,量 りかねる部分が大きい。そのため , 日常的な観察や他領域 との連携 を
図つた指導を心がけ,あ らゆる学校活動の場面で道徳性の育成・見取 りを行 うことが必要
であると考えられ る。

餞固 口06 どのように諄●を行 うか ,(人 ,

●●●●●0文●●

●●●●■■,中●に

,■●●●●●●●に

●●●●●●●●●に

自己 ●
=■
●●中●に

その●

テスト0●●●●●l_

●●●●●●,拿●

●●●●●●●●●に

●●●●,t● ●●に

●●●●●●●●●に

自己 ●■,● ●●●に

そ●●

テスト●●●●●●に

餃ロ ロ06 どのように,● を行うか ?(人 )
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Q6 道徳の授業に関する情報 としてあなたは どのような
お答えください。

①年間指導計画に関すること ②指導案の作成方法

①効果的な資料   ⑤発間の仕方
⑦評価の方法・活用法   ③その他 (

ものを望みますか。番 号で

(複 数回答可)

③授業の進め方

⑥他領域 との関連を図つた指導

)

ln口 19` ■●の■●に口する情 0と して,む ことは ?(人 )

●●的な■●

饉●●●め,

,日 のttカ

●●●とのロロ,●

,● 0カ 菫 層日菫

年●I● ●||● に■して

●●■の中

“

方菫

モ●●

[■ )|

●最的な■●

■ ●0● めカ

,日 O tt,

●●● との●●●●

●●の力菫  澪用L

年口●●||■ に■ して

●●●●●曖方B

モの●

蟄働Π00 ■●0饉 ■に日する●■として
'0こ
とは
'

【考察】

小学校・ 中学校共に,最 も多い回答は 「効果的な資料」であ り,約 7割 の教員が情報を

望んでいる。設問 ⅡのQ2に あつたよ うに ,「 道徳の時間 Jの 資料 として最 も多く活用され

る資料は副読本であ り,副 読本は効果的な資料であるとい う見方もできる。 一方,道 徳に

関する自由記述の回答には,「 多忙 なために資料開発が行えない」
「時間的ゆとりがなく指

導の充実が図れない」 との意見が複数見られ ,よ り効果的な資料を活用 したいが多忙ゆえ

に開発や 工夫が困難であ り,結 果副読本を活用 しているとの実態 もうかがえる。

また,f授 業の進め方」「発間の仕方」といつた実際的な指導にかかわる情報を望む声も

多く聞かれ ,「 道徳の時間」の基本的指導について理解を深めたい とする教員の多さを物語

つている。背景 として ,「 道徳の時間Jの指導に関 して,教 員間の情報交流や授業研究が希

薄であることが考えられ る。さらに ,「 他領域 との連携を図つた指導」や
「評価の方法・活

用法」に関する情報を望む との回答 も一定の割合に達 していることも併せて考えると,道

徳について指導力の向 上を望んだ り悩みを抱えた りする教員の実態が読み取れる。
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左)と が き

今年度は,新たな研究主題 「未来を拓 く力を育成する『 心の教育』の実践的研究」の下 ,

道徳の時間,特別活動,総合的な学習の時間とい う3つ の視点について研究を推進 してき

ました。 1年次の研究として,道 徳の時間における資料の工夫,特別活動における集団活

動の工夫,総合的な学習の時間における体験活動の工夫に重点を置き,理論研修及び研究

員による検証授業を行 う中で,研究を深めてまい りま した。

今回,そ の成果や課題を『 研究紀要』第 12号 としてまとめることができました。 これ

もひとえに,共同研究推進のために御尽力いただいた研究協力校 と研究協力員の皆様方 ,

そ して,今年度検証授業を提供 してくださつた,研究員所属校である増毛第二中学校 ,潮

静小学校,沖見小学校の御理解 と御協力によるものと心より感謝申し上げます。

また,紀要発行にあた り,各関係機関にも多大なお力添えをいただきましたことに対 し

ましても,重ねて御礼申し上げます。本書を多くの先生方に読んでいただき,校 内研究や

個人研修 , 日常の教育実践において御活用いただければ幸いです。

来年度は, 1年 次研究の成果と課題を踏まえた上で 2年 次の研究に取 り組み,よ り充実

した研究の推進を目指 してまい ります。今後 とも当研究所に対 しまして,変 わらぬ御指導 ,

御協力のほどよろ しくお願い申し上げます。

平成 19年 3月

研究紀要 第 12号

ひら

未素を拓く力を育成する「心の機育」の実目的研究

～自分を見つめ他 と豊かにかかわる力を養 うために～
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